




  (参考) 平成27年３月期の個別業績予想（平成26年４月1日～平成27年３月31日） 

(％表示は、対前期増減率) 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

平成27年３月期の個別業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、平成26年10月１日付で実施した普通株式５株

を１株とする株式併合を考慮した額を記載しております。 

  
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在してい

るため、実際の業績等は予想数値と異なる可能性があります。 

また、平成27年３月期の個別業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、平成26年10月１日付で実施し

た普通株式５株を１株とする株式併合を考慮した額を記載しております。 

 

  
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％   円 銭 

通期 71,600 △4.4 3,900 △13.7 3,800 3.5   94.13 
 



○添付資料の目次 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………… 2 

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2 

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………… 2 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………… 2 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ……………………………………………………………… 3 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………… 3 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………… 3 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………… 3 

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………… 4 

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………… 4 

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………… 6 

        四半期連結損益計算書 

          第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………… 6 

        四半期連結包括利益計算書 

          第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………… 7 

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………… 8 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………… 9 

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………… 9 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） …………………………………………… 9 

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………… 9 

４．補足情報 ………………………………………………………………………………………………… 9 

四半期個別受注の概況 ………………………………………………………………………………… 9 

  
  

 

世紀東急工業株式会社(1898)平成27年３月期 第２四半期決算短信

-　1　-



１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日本銀行による経済・金融政策のもと、全体としては

緩やかな回復基調を維持してまいりましたが、消費税率引き上げによる影響が残るなか、個人消費の伸び悩みに加

え、企業の生産活動も減少に転じるなど、 次第に景気の停滞懸念が強まる展開となりました。 

道路建設業界におきましては、公共工事の発注は、平成２５年度補正予算の執行等を受け堅調に推移いたしまし

たが、一方では、資機材や技能労働者の不足感に加え、円安の急速な進行により、コスト上昇圧力が一段と高まる

など、依然として予断を許さない事業環境が続きました。 

このような状況のもと、当社グループでは、本年５月に策定した新たな「中期３ヶ年経営計画」（平成26年４月

１日～平成29年３月31日）に基づき、引き続き、収益の源泉となる工事受注の確保や舗装用資材の販売促進に全力

を挙げて取り組むとともに、数年先、そしてその先の将来においてもステークホルダーの皆様から「選ばれ続ける

企業へ」の変貌を目指し、「成長基盤の構築に向けた事業構造の改革と経営基盤のさらなる強化」を推し進めてま

いりました。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、工事の受注は堅調に推移し、受注高（製品売上高および不動

産事業等売上高を含む）は395億53百万円（前年同期比0.7％増）となりましたが、完成工事高の大幅な減少などに

より、売上高は233億15百万円（前年同期比15.3％減）、経常利益は５億63百万円（前年同期比31.6％減）、四半期

純利益は４億71百万円（前年同期比36.0％減）となり、また、当第２四半期末における第３四半期以降への繰越工

事高は356億94百万円（前年同期は296億11百万円）となりました。 

なお、当社グループにおける建設事業および舗装資材製造販売事業におきましては、第１四半期から第３四半期

に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的に高く、一方、事業運営にかかる費用については年間を通じて恒

常的に発生することから、当社グループの売上および損益の状況は季節的に大きく変動いたします。  

  

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較し20億75百万円減少の487億34百万円とな

りました。売上債権が減少したことなどにより流動資産は20億８百万円の減少となり、また、有形固定資産、無

形固定資産、投資その他の資産がそれぞれ減少したことにより、固定資産は66百万円の減少となりました。  

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較し22億63百万円減少の357億54百万円とな

りました。流動負債は、仕入債務が減少したことなどにより９億39百万円の減少となり、また、長期借入金や退

職給付に係る負債の減少などにより、固定負債は13億24百万円の減少となりました。  

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、期末配当金の支払により６億５百万円減少いたしましたが、四

半期純利益４億71百万円の計上や退職給付に係る調整累計額の変動などにより、前連結会計年度末と比較し１億

88百万円増加の129億79百万円となりました。この結果、自己資本比率は26.6％となりました。  

  

②キャッシュ・フローの状況 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

当第２四半期連結累計期間におきましては、税金等調整前四半期純利益５億77百万円を計上したことに加

え、売上債権の回収が進み、完成工事未収入金や売掛金が減少したことなどにより、営業活動によるキャッシ

ュ・フローは36億33百万円の資金増加（前年同期は40億32百万円の資金増加）となりました。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

当第２四半期連結累計期間におきましては、舗装資材製造販売事業にかかるプラント設備の更新などによ

り、投資活動によるキャッシュ・フローは５億27百万円の資金減少（前年同期は６億20百万円の資金減少）と

なりました。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

当第２四半期連結累計期間におきましては、期末配当金の支払に加え、借入金の一部返済を実施したことに

より、財務活動によるキャッシュ・フローは10億７百万円の資金減少（前年同期は９億56百万円の資金減少）

となりました。 

  

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は前連結会計年度末と比べ20

億98百万円増加し、71億39百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績動向等を踏まえ、平成26年８

月７日に公表した通期の業績予想を修正いたしております。 

  なお、詳細につきましては、平成26年10月24日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

        該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

    （会計方針の変更）  

   （退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付

会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35

項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間

より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法については、

従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しておりま

す。 

 退職給付会計基準等の適用については、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が165百万円減少し、退職

給付に係る調整累計額が同額増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響額は軽微であります。  
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金預金 5,041 7,139 

    受取手形・完成工事未収入金等 21,595 10,622 

    未成工事支出金 4,424 11,324 

    材料貯蔵品 353 289 

    繰延税金資産 554 554 

    その他 3,542 3,562 

    貸倒引当金 △41 △30 

    流動資産合計 35,471 33,462 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物・構築物 6,665 6,623 

      機械、運搬具及び工具器具備品 15,429 15,318 

      土地 10,468 10,468 

      建設仮勘定 9 95 

      減価償却累計額 △18,237 △18,205 

      有形固定資産合計 14,335 14,299 

    無形固定資産 127 121 

    投資その他の資産     

      その他 1,558 1,534 

      貸倒引当金 △683 △683 

      投資その他の資産合計 875 850 

    固定資産合計 15,338 15,271 

  資産合計 50,809 48,734 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形・工事未払金等 23,216 16,173 

    短期借入金 1,008 1,103 

    未払法人税等 341 129 

    未成工事受入金 2,572 9,194 

    完成工事補償引当金 132 141 

    工事損失引当金 290 383 

    賞与引当金 897 692 

    その他 679 383 

    流動負債合計 29,138 28,199 

  固定負債     

    長期借入金 3,500 3,000 

    退職給付に係る負債 5,294 4,468 

    その他 85 85 

    固定負債合計 8,879 7,554 

  負債合計 38,018 35,754 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,000 2,000 

    資本剰余金 500 500 

    利益剰余金 11,589 11,455 

    自己株式 △21 △22 

    株主資本合計 14,068 13,933 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 19 20 

    退職給付に係る調整累計額 △1,296 △974 

    その他の包括利益累計額合計 △1,277 △953 

  純資産合計 12,791 12,979 

負債純資産合計 50,809 48,734 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 27,513 23,315 

売上原価 25,075 20,988 

売上総利益 2,438 2,327 

販売費及び一般管理費 1,589 1,735 

営業利益 848 591 

営業外収益     

  受取配当金 7 1 

  土地賃貸料 8 8 

  雑収入 9 11 

  営業外収益合計 25 21 

営業外費用     

  支払利息 25 21 

  支払保証料 11 16 

  雑支出 13 12 

  営業外費用合計 50 49 

経常利益 823 563 

特別利益     

  固定資産売却益 1 2 

  負ののれん発生益 - 30 

  受取補償金 51 - 

  特別利益合計 53 33 

特別損失     

  固定資産売却損 - 1 

  固定資産除却損 1 18 

  特別損失合計 1 19 

税金等調整前四半期純利益 876 577 

法人税、住民税及び事業税 139 105 

少数株主損益調整前四半期純利益 736 471 

四半期純利益 736 471 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第２四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 736 471 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 5 1 

  退職給付に係る調整額 - 321 

  その他の包括利益合計 5 323 

四半期包括利益 741 795 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 741 795 

  少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 876 577 

  減価償却費 371 391 

  負ののれん発生益 － △30 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △37 △21 

  賞与引当金の増減額（△は減少） △52 △205 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 93 － 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △663 

  受取利息及び受取配当金 △7 △2 

  支払利息 25 21 

  有形固定資産売却損益（△は益） △1 △0 

  有形固定資産除却損 1 18 

  売上債権の増減額（△は増加） 9,735 11,038 

  未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,083 △6,864 

  仕入債務の増減額（△は減少） △5,925 △7,077 

  未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,106 6,594 

  その他 96 179 

  小計 4,196 3,954 

  利息及び配当金の受取額 7 2 

  利息の支払額 △8 △22 

  法人税等の支払額 △163 △301 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 4,032 3,633 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △614 △600 

  有形固定資産の売却による収入 9 5 

  貸付金の回収による収入 5 5 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による収入 

－ 71 

  その他 △21 △10 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △620 △527 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 93 94 

  長期借入金の返済による支出 － △500 

  自己株式の取得による支出 △1,050 △1 

  配当金の支払額 － △601 

  その他 － 0 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △956 △1,007 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,455 2,098 

現金及び現金同等物の期首残高 2,566 5,041 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,021 7,139 
 

世紀東急工業株式会社(1898)平成27年３月期 第２四半期決算短信

-　8　-



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

        該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

        該当事項はありません。      

  

     (重要な後発事象)     

        当社は、単元株式数の変更および株式併合ならびに発行可能株式総数の変更について、平成 

    26年６月27日開催の第65回定時株主総会で承認され、平成26年10月１日でその効力が発生して  

   おります。 

    詳細につきましては平成26年５月９日に開示いたしました「単元株式数の変更および株式併  

   合ならびに発行可能株式総数の変更に関するお知らせ」をご覧下さい。 

  

４．補足情報 

  

     四半期個別受注の概況  

  

              

  個別受注の実績             
      受 注 高           

27年３月期第２四半期 38,558百万円     0.0%           

26年３月期第２四半期 38,544百万円    27.8%           

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額 
          

   ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率           

  受注実績の内訳 
    

      
（単位：百万円）

  前第２四半期 当第２四半期       

  （平成26年３月期 （平成27年３月期 増 減 前 期 

区   分  第２四半期）  第２四半期）     （平成26年３月期） 

  

金額 

構成 

金額 

構成 

金額 

増減率 

金額 

構成 
  比率％ 比率％ ％ 比率％ 

  
建 
設 
部 
門 

国内官公庁 11,309 29.3 12,446 32.3 1,137 10.1 21,395 27.9 

受 
注 
高 

国内民間 17,884 46.4 16,835 43.6 △1,048 △5.9 32,652 42.7 

  計 29,193 75.7 29,282 75.9 88 0.3 54,048 70.6 

 製 品 部 門 等 9,350 24.3 9,276 24.1 △74 △0.8 22,494 29.4 
  

合   計 38,544 100.0 38,558 100.0 14 0.0 76,542 100.0 
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